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１．通常の方法と注意点 

 通常は、新規 6 等級（家族で 2 台目以降の場合は複数新規 7S 等級）での契約となります。ただ、その契約方

法だと、次のような注意点があります。 

①年齢条件が低い（若い）ため、保険料が高い 

②新規 6 等級（あるいは 7S 等級）で事故があると、翌年は 3 等級下がって

3 等級（もしくは 4 等級）となり、その等級で事故があったらその翌年は等

級が「1 等級以下」となり、契約の更新ができなくなる。また、新規 6 等級（7S 等級）の年に 2 回事故があっても、

翌年の継続はできなくなる。 

 上記の注意点への対策として、次のような方法があります。 

 

２．親の保険（等級）を子供の車に移す、親の車は新規で保険をかける 

①子供の保険  

親の保険（の等級）を子供の車に移します（同居家族なら移せます、別居でも未婚なら OK）。年齢条件は子

供の年齢に合わせます。年齢条件が低いと掛け金は高くなりますが、等級が大きければ割引率も大きいので、

そんなに高くはなりません。 

②親の保険 

 親の車は、新規で保険をかけます。2 台目なので、６S ではなくて７S 等級でスタートできます。新規等級だと割

引率は小さいですが、年齢条件を高く設定できる（子供が乗らない前提です）ので、親子２台の保険料合計では

オトクになります。 

＊2 台合計の保険料があまり変わらない場合でも、この方法を取ることで子供が事故を

起こして保険を使ったときの等級ダウン対策になるのがポイントです。 

・自動車保険には「等級制度」があり、新規契約は 6等級となります。最高は 20等級です。 

・1年間事故がなければ、翌年は 1等級進みます（6等級だったら翌年は 7等級）。 

・事故で保険を使った場合、翌年は 3等級下がります（6等級で事故があれば翌年は 3等級）。 

・3等級以下で事故があった場合、翌年の等級は１等級以下となり更新はできなくなります。 


